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学校法人 純心女子学園  

長崎市三ツ山町 235 番地 



【Ⅰ】

昭和　９年　６月　本学設置母体である長崎純心聖母会創立

　　１０年　４月　純心女学院創立（長崎市中町）

　　１２年　３月　長崎市家野町（現在　文教町）に校舎新築し移転

　　１２年　４月　純心幼稚園開設

　　１５年　５月　純心保母養成所開設（当時　九州唯一の保母養成所）

　　２０年　８月　原爆により校舎全焼２１４名の学徒殉難

　　２０年１０月　大村市植松町（元　大村海軍航空厰工員寄宿舎）に、昭和２４年４月長崎市に復帰

　　２２年　４月　純心中学校開設

　  ２２年　５月　純心女子専門学校（神学科・被服科）開設

　　２３年　４月　純心女子高等学校開設

　　２５年　４月　純心女子短期大学社会科開設（純心女子専門学校を母体とする）

　　２６年　２月　学校法人純心女子学園認可

　　２６年　４月　純心女子短期大学保育科開設（純心保母養成所を母体とする）

　　２６年　４月　聖心幼稚園開設

　　４２年　４月　西彼純心幼稚園開設

　　５０年　４月　純心女子短期大学　長崎市三ツ山町２３５番地に移転　

　　５８年　４月　純心女子短期大学英米文化科開設

  　６３年　４月　純心幼稚園改築　純心こども図書館を併設　

平成　元年　４月　純心女子短期大学社会科に人文社会専攻及び社会福祉専攻設置

　　　元年１２月　純心女子短期大学専攻科の設置

　　　３年　４月　純心女子短期大学専攻科開設

　　　３年１２月　純心女子短期大学専攻科の設置

　　　４年　４月　純心女子短期大学専攻科（人文社会専攻、英米文化専攻）学位授与機構認定

　　　５年１２年　長崎純心大学設置認可

　　　６年　４月　長崎純心大学 人文学部開設

　　　７年　３月　純心女子短期大学社会科人文社会専攻廃止・専攻科人文社会専攻廃止

　　　７年　４月　純心女子短期大学社会科を社会福祉科に学科名称変更

　　　８年　４月　純心女子短期大学専攻科（保育専攻）学位授与機構認定

　　１２年　４月　長崎純心大学人文学部人間心理学科開設

　　１２年　４月　長崎純心大学大学院人間文化研究科人間文化専攻博士後期課程開設

　  　９年１２月　長崎純心大学大学院修士課程設置認可　

　　１０年　４月　長崎純心大学大学院人間文化研究科人間文化専攻修士課程

　　１１年１０月　長崎純心大学人文学部人間心理学科設置認可

　　１１年１２月　長崎純心大学大学院人間文化研究科人間文化専攻博士後期課程設置認可

　　２２年　５月　純心保育園の収容定員変更（30名→40名））

　　２３年　４月　純心女子高等学校入学定員変更（300名→280名）

　　１４年　５月　長崎純心大学人文学部児童保育学科設置認可

　　１５年　４月　長崎純心大学人文学部児童保育学科開設

　　１９年　３月　長崎純心大学短期大学部廃止

　　１９年　６月　長崎純心大学附属純心保育園開設

法人の概要

1　学校法人純心女子学園の沿革

　　２０年　３月　西彼純心幼稚園廃止

　　２０年　４月　認定こども園認定（純心幼稚園・純心保育園）

　　１２年　４月　純心女子短期大学を長崎純心大学短期大学部に名称変更

　　１２年１０月　長崎純心大学人文学部英語情報学科設置認可

　　１３年　３月　長崎純心大学短期大学部英米文化科廃止

　　１３年　４月　長崎純心大学人文学部英語情報学科開設

　　１２年　３月　純心女子短期大学社会福祉科廃止

　　１１年　４月　純心女学院改め長崎純心高等女学校開設
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（１）長崎純心大学
学年

（２）
学年

1
2
3

25年5月1日現在

長崎市三ツ山235番地

平成　6年4月1日 　　比較文化学科

純心保育園

平成　6年4月1日

備　　　考
41

平成12年4月1日

純心女子高等学校

学部 学科 入学定員

純心中学校

純心幼稚園

所　在　地設置する学校 開校年月日 設置する学部等

平成　6年4月1日

平成10年4月1日

2　設置する学校・学部・学科等及び所在地

長崎純心大学 人文学部

平成12年4月1日

昭和23年4月1日

昭和22年4月1日

平成13年4月1日

平成15年4月1日

平成10年4月1日

長崎市文教町13-15

長崎市文教町13-15

全日制課程（普通科）

　　現代福祉学科

　　人間心理学科

　　英語情報学科

　　児童保育学科

昭和26年4月1日

58

長崎市文教町13-15

佐世保市三浦町4-25

長崎市文教町13-15

現代福祉学科

聖心幼稚園

人文学部

平成19年4月1日

大学院

　　人間文化研究科(修士）

　　人間文化研究科(博士）

昭和12年4月1日

英語情報学科
90

40
65
65
40

児童保育学科

人間心理学科

比較文化学科

318 310

人間文化研究科(修士）
人間文化研究科(博士）

52

15
3

1

13
1

35
110

小　　　計

2

人文学部 比較文化学科 40

人間心理学科 70

児童保育学科 90

50
現代福祉学科 70 68

69
英語情報学科 40 38

103
人間文化研究科(修士） 15 17
人間文化研究科(博士） 3 0

小　　　計 318 345

3

人文学部 比較文化学科 40

人間心理学科 70

児童保育学科 90

44
現代福祉学科 70 72

78
英語情報学科 40 35

103

備　　　考

高校全日制程・普通科

合　  　計

280

280

280

840

239

249

260

2
小　　　計 303 334

児童保育学科 90

人間文化研究科(博士） 3

56
現代福祉学科 70 73

人文学部 比較文化学科 40

96

3　学部・学科等の入学定員、学生数の状況

課　　程　　名 入学定員 25年5月1日現在

77
英語情報学科 40 55

1,239 1,346

小　　　計 300 357

大 学 合 計

4
人間心理学科 70

748

純心女子高等学校



（３）
学年

1
2
3

（４）幼稚園

（５）保育園

（１）

（２）

純心中学校
課　　程　　名 入学定員 25年5月1日現在 備　　　考

中学校 80 55

80 61

備　　　考

80 62

合　  　計 240 178

入学定員 25年5月1日現在

171

110 61

合　  　計 290 232

純心幼稚園

聖心幼稚園

180

理事長

入学定員 25年5月1日現在

　９名(うち、理事長１名、常勤理事４名)理　事

備　　　考

４ 役員・教職員の人数（平成25年5月現在）

役　員

純心保育園 40 43

理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　事

片　岡　千鶴子
山　野　アヤ子
佐　藤　洋　子
山　口　光　枝
塩　﨑　弘　明
谷　川　憲　二
齋　藤　　寬
糸　永　ヨ　シ
高　見　三　明

常　勤
非常勤
常　勤
常　勤
常　勤
常　勤
非常勤
非常勤
非常勤

　２名
監　事 柴　田　芳　男

出　口　啓二郎

鴨　川　志津子

山　下　　誠

監　事 白　濱　重　晴

高　見　三　明 山　口　光　枝

塩　﨑　弘　明

谷　川　憲　二
荒　木　慎一郎

評 議 員      １９名
鶴　谷　和　身
鈴　木　　博
山　田　幸　子

山　野　アヤ子
佐　藤　洋　子

片　岡　千鶴子

能登原　　勉
齋　藤　　寬

糸　永　ヨ　シ

大　町　謙　治
片　岡　瑠美子



（３）

非常勤

教授 准教授 講師 助教 助手 教諭 計 教員

1 0

37 17 12 4 3 0 73 148 35 29

51 51 12 8 5

16 16 2 1 3

9 9 7 2 7

7 7 0 1 5

0 0 0 8 6

37 17 12 4 3 83 156 169 56 55

職　　　員

教員・職員

　　　　　　　　区分

部門
専 任 教 員

教　　　　員

9

6

14

11合　　計

1

64

13

4

221

63

法人

長崎純心大学

純心女子高等学校

純心中学校

純心幼稚園

聖心幼稚園

純心保育園 0

325

18

16

7

職 員
合 計

非常勤
教　員

合　計
専任



【Ⅱ】 事業概要   

    

平成 25 年度の教育改革の状況は、平成 24 年 6 月の大学改革実行プランを受け、平成 25

年 3 月大学ポートレートと大学改革実行プランが私立大学連盟から出され、本学でも大学ポ

ートレートへの柔軟な対応を見据えた上で、教育情報の公表内容の見直しを組織的に継続し

て行い（大学院カリキュラムポリシー、大学院ディプロマポリシー、学位授与数及び授与率）、

情報公表の徹底を図っている。 

さらに、教育再生実行会議から、これからの大学教育等在り方について（第三次答申、平 

成 25 年 5 月 28 日）が出され、①グローバル化に対応した教育環境づくりで｢国際化｣「日

本人留学生の増」「日本文化の発信」「初等中等教育でのグローバル化」②イノベーション創

出のための教育・環境づくり「大学院教育の充実」「スーパーサイエンススクールの取り組

み」③学生を鍛え上げ社会に送り出す教育機能の強化｢教育方法の質的転換｣「地域の人材ニ

ーズに応える教育プログラム提供」④大学等における社会人の学び直し機能強化｢オーダー

メイド型教育プログラム｣⑤大学のガバナンス改革、財政基盤確立により経営基盤の強化｢学

長のリーダーシップが取れた体制｣「大学の財政基盤の確立」「教育の質の保証する総合的な

取り組み」が提言され、さらに、高等学校教育と大学教育との接続・大学選抜のあり方につ

いて（第四次提言、平成 25 年 10 月 31 日）が提言された。 

本学の取り組みは、①について、学生が、グローバル化した社会において英語でコミュニ

ケーションできる能力が必要であることから、国際コミュニケーション副専攻を設け、②に

ついて、大学院のカリキュラム改革を行い、③地域の人材ニーズに応じたプログラムとして

長崎学の講義から発展させ、長崎に関係するカリキュラムを平成 27 年度開講に向け検討し、

⑤について、学長のリーダーシップ体制の確立において常置委員会 4・特別委員会 2 の委員

長を学長が務めることとしており、財政基盤の確立では中・長期計画において人事の定数化

を策定し、外部資金獲得として募金活動開始、補助金申請に努め、帰属収支の 100％以内に

なることに努めており、高大接続については、平成 26 年度から大学と純心女子高等学校と

で高大連携授業を毎週 1 回 12 回にわたり大学教員が高校において、大学で学ぶ意義・講義

の専門性等について生徒参加型の授業計画を策定した。 

また、わが国は、少子高齢化時代の到来により、受験生・入学生の確保が急務となってい

る中、本学としては、県内はもとより、九州・沖縄の高等学校を数回にわたり訪問し、大学

の紹介を行うだけでなく、高校出身学生の現況等を報告するとともに、九州地区の進路指導

教員対象の説明会、大学内で高校生による英語での弁論大会等も開催している。 

 なお、平成 25 年度は大学基準協会による大学評価（認証評価）改善報告書を提出するだ

けでなく、大学基準協会の 10 項目について自己点検・評価を行った。 

 

 

 



１．法人 

（１）人事等 

  ①純心女子学園寄附行為に基づき、理事長の再任、1 名の理事の再任、2 名の理事の新任

を行った。また、評議員は、4名の再任と 3名の新任を行った。 

  ②純心女子学園寄附行為に基づき、新しく長崎純心大学長を決定した。 

（２）中期目標・中期計画等 

  ①第一期中期目標・計画の総括を踏まえ、第二期中期目標・計画（2011～2016）の事業

計画として、平成 25 年度は大学組織の整備（認証評価の改善報告書の提出、大学情報

の公表への対応等）及び三ツ山校舎の耐震工事、文教町キャンパスの再構築に取り組み

による運動場の整備と聖堂の改修工事に取り組んだ。さらに、総合こども園の法整備を

にらみ、純心幼稚園･純心保育園の整備計画を立案し、市役所からの実地調査を受けた。 

また、中期計画として、教職員定員の適正配置の計画を基に、専任教職員の｢定数化｣

を実施している。 

  ②聖心幼稚園の存続について、建物が耐震性の問題等があり、園児の安全を考慮して、平

成 27 年 4 月以降の園児受入停止と、平成 29 年 3 月で閉園することが決定された。 

  ③長崎純心大学の各学科入学定員の変更が承認された（平成 27 年度から現代福祉学科 60

名、人間心理学科 60 名、児童保育学科 100 名）。 

  ④純心保育園の定員の変更が承認された（40 名から 70 名）。 

  ⑤長崎純心大学の自動証明書発行機導入による証明書代（卒業(見込)証明書、資格取得（見

込）証明書、健康診断証明書）の改定が承認された（平成 26 年 4 月 1 日から）。 

（３）規則等の制定、改正 

  ①長崎純心大学学則を改正した（入学定員の変更）。 

  ②純心女子学園就業規則を改正した（教育職員に研修及び研修の機会の導入）。 

  ③純心女子学園非常勤職員就業規則を改正した（無期労働契約、定年制、特別休暇の導入）。 

  ④長崎純心大学医療・福祉連携センター規則が制定された。 

  ⑤長崎純心大学教員（任期制）任用規程を改正した（任期及び任用の改正）。 

  ⑥純心女子学園教育ローン利子補給奨学金規程を改正した（出願の資格等の改正）。 

  ⑦純心スカラシップ制度規程及び純心女子学園在学姉妹の授業料の減免に関する規程を

改正した（奨学金及び給付期間の改正）。 

  ⑧純心保育園苦情処理規程を改正した（第三者委員から利用者家族を削除）。 

 

２ 大学院 

（１）大学院の評価 

   大学基準協会の大学評価（認証評価）の改善報告書を平成 25 年 7 月に提出した。内容

は、｢教育課程等で長期履修制度の導入｣「教育方法等では FD 運用内規の制定」｢学位

授与・課程修了の認定では学位授与の方針と基準及び関連要項の制定｣｢教員組織では研

究科担当教員判定基準を定め｣「図書・電子媒体等では大学院図書分室の設置と開館時

間の延長｣を行い提出した。 



（２）学則等の改正 

  ①学位規則の一部を改正する省令の施行により、長崎純心大学大学院学位規程の一部改 

正（インターネットによる公表）を行った。 

  ②児童保育文化研究分野の授業科目充実のため、長崎純心大学大学院学則の一部を改正し 

た。 

 

３ 大学 

（１）学長の選出 

  ①長崎純心大学学長選考規程、純心女子学園寄附行為に基づき、学長候補者推薦委員会、

学長候補者選考委員会が開催され、理事会において新学長が決定した。 

（２）大学の評価  

  ①大学基準協会の大学評価（認証評価）の改善報告書を平成 25 年 7 月に提出した。内容

は、「教育方法等で 1 年間に履修できる単位の上限を学則で定め」｢教育研究交流では姉

妹校提携や教員の相互交流、姉妹校との交流の活性化及び姉妹校における教職員の国際

交流活動奨励に関する規程の制定｣｢学生の受入では定員の変更｣「研究環境では姉妹校

における教職員の国際交流活動奨励に関する規程の制定と中長期教育研究研修規程の

制定」「点検・評価では点検評価運営委員会の定期開催と委員会規則の改正」を行い提

出した。 

  ②平成 25 年度の大学自己点検・評価を行った。 

（３）学則等の改正 

①長崎純心大学学則｢平成 27 年度からの定員変更｣、「カリキュラムの改正」の一部改正 

を行った。 

②長崎純心大学中長期教育研究研修実施規程を制定した（平成 25 年 4 月 1 日施行）。 

③長崎純心大学医療・福祉連携センター規則を制定した（平成 25 年 10 月 1 日適用）。 

④長崎純心大学危機管理規程を制定した（平成 26 年 4 月 1 日施行）。 

⑤副専攻履修要項を制定した。内容は、グローバル化した 21 世紀の社会において英語で

コミュニケーションできる能力が必要であるので、このようなニーズに応えるため国際

コミュニケーション副専攻を設けた。 

（４）科学研究費補助金・科学研究費助成金等 

①平成 25 年度科学研究費助成事業の継続として①元曲･昆曲の歌唱及び韻律の研究（基

礎研究Ｂ）②キリシタン遺跡の包括的調査研究（挑戦的萌芽研究）の 2 件が承認された。 

科学研究費補助金の継続として①英語卒業論文作成支援を目的とした学習者コーパス

構築と教育システム開発（基盤研究 C）②広汎性発達障害における情動機能の発達と障

害（若手研究 B）が承認された。 

  ②長崎大学申請の「平成 25 年度未来医療研究人材養成拠点形成事業」に共同研究に参画  

   し、採択された。 

  ③長崎県内大学間連携共同教育推進事業｢長崎発グローバル人材育英プログラム｣に参加。 

  ④平成 25 年度｢地(知)の拠点整備事業｣に申請したが、採択されなかった。 



  ⑤科学研究費応募申請に係る説明会を平成 26 年 3 月 6 日（木）に日本学術振興会松本研

究助成第 1 課長及び明治大学大黒教授を招いて開催した。  

（５）学内共同教育・研究 

学内共同教育・研究は、2 件の継続教育と、3 件の研究が行われた。 

①学生の主体性を育てる地域貢献・国際交流活動 

②コミュニケーション力向上を目指した英語教育 

③社会福祉教材開発 

④電子ポートフォリオ導入による初年次教育体制の構築 

⑤学生の英語コミュニケーションを阻害する未習得文法項目の特定化及び指導法・教材開 

 発 

（６）平成 25 年度教員免許状更新講習の実施 

   平成 25 年度教員免許状更新講習を本学で実施した。 

①開催日  平成 25 年 8 月 5 日から 8 日と 10 日の 5 日間 

②参加者数 必修領域の受講者 100 名、選択領域の受講者が 360 名 延べ 460 名 

③時間数  延べ 11 コマ 72 時間 

④教員数  延べ 27 名  

（７）FD 研修等 

  ①FD 研修は、平成 26 年 3 月 7 日（金）10 時から 15 時まで帝京大学土持教授の｢ポート

フォリオが大学を変える｣、(株)ハウインターナショナル濱野氏の｢日本の大学における

ポートフォリオの具体的活用例｣の講演会及び意見交換会を実施した。 

  ②FD newsletter を発行した。 

  ③授業参観は、平成 25 年 6 月 24 日～7 月 5 日まで実施した。 

（８）SD 研修  

①SD 研修は、8 月 29 日 30 日で姉妹校である鹿児島純心女子短期大学と鹿児島純心女子

大学に職員 3 名を派遣し｢規定に関すること｣「カリキュラム授業に関すること」｢学内

ネットワークシステムに関すること｣｢高大連携に関すること｣について研修を行い、9

月 19 日（木）に報告会を行った。 

②12 月 26 日に東京経済大学青木氏を招いて「教職協働と職員の役割－教職協働を可能に

するために－」の講演を聴き意見交換を実施した。 

③平成 25 年度は、各課の業務改善計画を 4 月に作成し、10 月に中間改善状況、3 月に 1

年間の業務改善状況をまとめた。 

（９）学生活動状況 

  ①学生 2 名が平成 25 年 5 月 21 日に日本に訪問していたドイツ連邦議会フォルカー・カ 

ウダー議員と大阪で再会した。この学生は、平成 24 年 11 月 4 日～24 日までドイツに 

招待され、メルケル首相と面会を果たした学生等である。 

②東日本震災被害者支援ボランティア活動として、延べ 24 名の学生が平成 25 年度も第 

11 クールから第 15 クールまで 5 回にわたり岩手県大槌町で被災者支援活動を行った。 

  ③学生の海外留学 7 名、研修実習 29 名、国際学生フォーラム 2 名の合計 38 名の学生が 



海外渡航を行った。 

  ④学生生活調査アンケートを平成 26 年 1 月に実施し、学生の生活状況を集約中である。 

（10）施設整備・改修 

  ①財団法人省エネルギーセンターによる「省エネルギーの診断」を受診した。 

②証明書自動発行機の導入を行った。 

③Ｃ棟カタリナホールの耐震工事を実施した。 

 

４．純心中学校・純心女子高等学校 

（１）教育 

  ①「朝の読書」（10 分間）実施の充実 

②中学校教育課程コース制（アドバンス・スタンダード）の充実 

③体験学習（ＩＴ機器・音楽鑑賞・社会文化・県立図書館・国際理解講座・不審者対策講

座と実技など）を実施 

④高校Ⅰ・Ⅱ年生 スタディサポートを受験、その結果、自己の全国学力レベルを確認し、

対策を講じて目標のある学習に取り組ませた。教員の進路指導の指針となっている。 

⑤高等学校特別講座 マナー講座・薬物乱用講座の実施 

⑥学力推移調査  英語・国語・数学を実施、中学３年生生徒、保護者、職員に開示し、

中高一貫教育の施策に位置づけた。 

⑦長崎県「輝く私学支援事業」の補助を受け、中学・高等学校は言語教育（読書力の向上、

日本語力の強化、英語力の強化）に力を入れた。２年目の活動における特記は、中学・

高校生徒全員が英語検定を受検し、上級合格の比率を高めた。落語鑑賞や市図書館より

講師を招聘し「読み聞かせ・お話し会」などを実施し、生徒の言語感覚や感性を磨く機

会とした。 

⑧高校生全学年に心理検査を実施  

⑨キャリア教育 高校生職場体験・大学キャンパスツアー・卒業生の体験談を聴く機会を

中学３年生、高校Ⅰ・Ⅱ年生で実施。 

  ⑩姉妹校鹿児島純心女子中学校生徒及び東京純心女子高等学校生徒が来校し、本校中学

生・高校生と交流会を実施した。 

⑪中学校授業参観を実施し、その後、各学年に分かれて保護者懇談会を開催し情報交換を

行った。 

⑫学力向上・体験学習を目的にセミナーハウスで中学生（１泊２日）、高校Ⅰ・Ⅲ年生（２

泊３日）の学習合宿を実施した。 

⑬ＴＯＥＩＣ Ｂｒiｄｇe セミナー・ＩＰテストを実施  

⑭「ｅ－ネット安心講座」 安全なインターネットや携帯電話の使用についての講話 

を実施  

  ⑮進学指導 保護者対象に講演・分科会を開催、ライセンス・アカデミーに派遣を依頼し、 

多様性に富んだ大学、専門学校等の講話を実施した。 

⑯「職業を知る」をテーマにサポートセンターから講師を招き多方面にわたる職業観や体



験談の講話を高校Ⅱ年生対象に実施した。 

（２）国際交流 

①韓国釜山姉妹校テレサ女子高等学校に１５名が訪問し、韓国の文化を学び交流を深めた。 

                               ５月11日～15日 

②日本メキシコ学院生３名が来校し、授業・クラブ活動で交流した。 7 月 4・5 日 

③ニュージーランド・オークランド市ホームステイに高校Ⅱ年生１３名が参加し、マリス

トカレッジでの体験学習・文化交流を行った。 7 月 28 日～8 月 10 日 

④長崎市姉妹都市セントポール市（米ミネソタ州）を（高校生１３名・純心大学生１名）

が訪問し「千羽鶴」を合唱するなど、田上市長・髙見長崎大司教のメッセージと共に平

和の思いを伝えた。 ８月６日～15 日 

⑤アメリカ姉妹校セント・ローレンスアカデミー校生徒１４名が来校し、平和・文化・歴

史を学び、授業参加を通して交流を深めた。 10 月 25 日～11 月５日 

⑥韓国釜山姉妹校テレサ女子高等学校生徒１５名が来校し、交流を深めた。 

                            １月 24 日～28 日 

⑦アメリカ姉妹校セント・ローレンスアカデミー校に中学３年生１４名が訪問し、語学研

修と文化交流を行った。 ３月 16 日～３月 31 日 

⑧韓国カトリック教区カトリック校の理事長・校長・教諭３５名が来校し、本校教諭と教

育に関する情報交換と施設見学を行った。 １月６日 

（３）危機管理 

 ①体罰について保護者・生徒・教職員にアンケートを実施し、集計結果を長崎県学事振

興室へ報告 

   ②いじめ防止基本方針の策定及び委員会等を組織化し、対応の流れを構築 

   ③学校保健委員会の組織化を検討 

（４）職員研修 

   ①全教員は他教科授業を３回以上見学し、観察レポート作成による研修を実施 

②教員の教育力向上 「授業研究委員」を中心に公開授業・校内外授業見学を実施 

③長崎県教育センターの先生を招聘して、国語・英語・数学・理科・社会の５教科の本 

校教諭による公開授業を実施し、その後、センター派遣教師より助言を受け教育力の 

向上育成に努めた。 

（５）中学・高校・大学連携プログラム 

①長崎純心大学５学科教授による高校Ⅱ年生対象の授業を実施 

 ②英語連携プロジェクト、チューターによる学習会  中学、高校Ⅰ・Ⅱ年生 に実施 

  ③キャリア教育の充実  保護者・生徒対象にキャンパスツアーを実施 

④長崎純心大学の外国人教授による英会話指導  高校Ⅱ年英語コースを対象に実施 

⑤長崎純心大学児童保育学科 ピアノ練習テキストが学科進学者に配布され、入学前ま

でにマスターして､大学規定の実技試験に合格し、単位認定が可能となるように指導を

受けた。   

 



（６）平和教育 

①原爆体験の講話実施 講師：（ア）相川綾子氏（高女卒）、高校Ⅲ年生２６０名を対象

に実施、（イ）長崎市平和推進協会からの派遣講師７名：高校Ⅰ年７クラスを対象に実

施 

②長崎原爆６８周年純心学徒隊慰霊祭に中学全学年・高校Ⅱ・Ⅲ年生が参加  

③第６８回長崎原爆犠牲者慰霊平和式典（市主催、平和公園）で２９４名（高Ⅰ生徒及

びⅡ年若干名）が「千羽鶴」を合唱公演（５９回目） 

④長崎市姉妹都市セントポール市（米ミネソタ州）を（高校生１３名・純心大学生１名）

が訪問し「千羽鶴」を合唱するなど、田上市長・髙見長崎大司教のメッセージと共に平

和の思いを伝えた。 

⑤アメリカの姉妹校セント・ローレンスアカデミー校の生徒が来校した折に、原爆資料

館を本校生徒が案内し、その後、本校で放課後に本校の生徒と彼らの感想を聞きなが

ら「平和について」の討議を英語で行った。 

（７）活動部門 表彰  

 ①長崎県教育委員会・教育長（渡辺敏則）表彰受賞  Ⅲ年 岡みのり 

 ②日本私立中学高等学校連合会会長（吉田 晋）表彰受賞 

 中学３年 榧場ゆきな   高校Ⅲ年 小西理子 

 ③ジュニアスポーツ推進事業強化指定校 

   高校バレーボール部、高校ソフトテニス部、高校バスケットボール部 

 ④第６８回国民体育大会強化選手 

   高校Ⅲ年 岡みのり、芳澤真夏 高校Ⅱ年 岡崎清香、牧島朱里、永本陽奈 

  古瀬菜々実（バスケットボール部） 高校Ⅱ年 石崎純佳（ハンドボール部） 

 ⑤長崎県高等学校文化活動推進校指定  高校音楽部 

 ⑥長崎県高等学校総合体育大会 

  バレーボール部、ソフトテニス部、 準優勝（九州大会出場） 

   弓道個人 原山愛理 ３位（九州大会出場）  

   陸上個人 やり投げ 西野里圭子 ２位（インターハイ出場） 

 ⑦高校バスケットボール部 全国高校選抜優勝大会（ウインターカップ、東京大       

会）に長崎県代表で出場 

 ⑧長崎市中学校総合体育大会 

  バスケットボール部 優勝（県大会出場：４年連続１６回目） 

  体操部  準優勝（県大会出場） 

    ソフトテニス部 個人 林 愛里・浦  彩乃（県大会出場） 

     その他 諸試合でも好成績であった。   

（８）施設設備 

 ①旧本館・旧マリア館・ピオ館から新本館（マリア館）へ移転   ４月３日 

  ②新校舎マリア館祝福式 髙見三明大司教様の司式で全校生及び来賓が参加 

                            ５月１日 



③図書館開館 各クラス図書委員及び関係者が参加        ５月２４日 

④旧本館・旧マリア館・ピオ館の解体、グランド整備、地下道及び弓道場の新設 

  並びにローザ尞の解体、聖堂（旧本館）及びグラチア館改修等の第二期工事に着手 

（９）その他 

 ①創立８０周年記念行事として文教キャンパス教育環境整備がなされ、第一期工事として 

新校舎（マリア館）が完成し、第二期工事等に着手した。 

 ②スクールバスの三和・野母崎線運行（新路線開設） 

 ③「輝く私学支援事業」は長崎県の支援を受け２年目を迎えた。言語力の向上を目標に全 

教員の共通理解と協力を得て充実してきた。また、教員の言語教育の強化意識も高め 

られ、広い分野にわたって具体的な活動が見られた。内外の評価委員会を開催し、来 

年度の集大成年の検討課題や目標数値をかかげることができた。 

  ④今年度の教員目標に「教育力をつけよう」を掲げ、内外の研修に積極的に参加した。 

  ⑤新図書館が平常時間内の利用の充実だけにとどまらす、平日の時間外や長期休          

暇期間にも多くの生徒が利用できる開かれた図書館について検討した。 

 

５．純心幼稚園 

（１）教育･行事 

①教育・保育の一体 

   カトリックの愛に基づいた人間教育を実践し、子どもたちに命の尊さと愛されているこ

との歓びを伝え、モンテッソーリ教育を通して一人ひとりの人格形成を目指した。 

   昨年から週案作成実施から今年は月案の計画にも取り組んだ。今年度中に叩き台を作成 

し 26 年度の 4 月から活用していく予定。宗教教育は、学年別に年間を通して担当者が

保育の中に実施。情操教育として母の会の支援を頂きコンサート・人形劇を観賞した。

来年２６年度は教師研修会での研究発表、全国美術大会の公開保育研を研究担当するこ

とになっており、研究課程に基づいて段階的に研究を進めている。 

②行事 

・始園式、終園式、七五三、卒園感謝の集い等、また、各クラス保育時間に行っていたご 

聖体訪問は、学園聖堂工事中の為、今年はクラスでの神様のお話の時間とした。 

・入園のつどいは毎年のように、各クラスで進級児が新入園児と保護者を和やかに迎え入

れた。 

・初聖体の勉強会は毎週行った。初聖体を受ける園児 1 名と保護者 1 名の受洗があった。 

・ファミリーデーは園内で在園児のご家族を招き、制作活動園庭で体操、親子競技などで 

楽しい集いとなった。 

・運動会は昨年と同様サブ・アリーナで午前中の競技内容で実施した。 

・母の会主催の恒例のバザーも、今年は“親子で楽しもう”をテーマに子どもたちが保護 

者と一緒に売り手と買い手に分かれ子どもコーナーも充実させ計画され、大変好評であ

った。しかし、学園工事の為、駐車場の利用が十分にできないために準備の段階から特

定の保護者のみの協力となってしまい協力したいのにできない保護者から残念だった



との声も上がった。また、バザー売上ではモンテッソーリ教具に寄付をいただき、被災

地へはボランティアを通して必要な場所に必要な品を届けるなどの支援もできた。 

・今年、年長児は 26 聖人の西坂への巡礼に挑戦し、坂本外人墓地から旧長崎街道を歩い 

て西坂の丘のレリーフの前で聖歌と祈りを捧げ聖人の取次を願った。 

・年長は、長崎純心大学児童保育学科のエキシビションに参加。給食時間の関係で途中退

場となったが、今年も公共の交通機関（電車貸切）を利用し参加した。 

・幼保合同で北消防署の立ち会い訓練を実施。その後、3 人の教諭が消火訓練指導を受け 

るなど直接的な指導を今後も受けることができるよう配慮していきたい。 

③食育 

・今年は、毎月各クラスで食材や料理について担任がお話をして直接子どもの食育指導に 

当たった。年々、偏食やアレルギーの園児も増え来ていることから、配膳の間違いがな

いように指導も含め見直しをした。 

・1 学期は給食の残食が多く偏食の多い子どももいたので、2 学期は少し量を減らして様 

子を見た。3 学期は集団の中で頂くことの楽しさを体験させることで、残食も少なくな

って来た。 

・さつまいもは苗植えから収穫までの体験を楽しんだ。 

・今年は年長児がカレー作りに挑戦しお買い物から自分の役割を果たしながらお友だちと

も協力する喜びを体験した。 

（２）子育て支援 

①講演会は次のとおり実施した。 

・二宮節子先生「乳幼児の歯の健康」 

・高野幸枝先生「おもちゃで遊ぼう」 

・相良敦子先生「モンテッソーリ教育で学ぶ子どもの見方」 

②てんし組 

・2 歳児を対象に毎週木曜日に実施した。体を動かすことを中心に親子体操、リトミック、 

3 か月に一回の誕生会、季節の製作を行った。また、てんし組日程を利用して、さくら

んぼ組の受付を行った。 

③バンビ組 

・0 歳児から 1 歳児を対象に毎週火曜日に実施した。内容は赤ちゃん体操、絵本読み聞か 

せ、手遊び、誕生会、身体測定、季節の製作、子育て相談を行った。 

④さくらんぼ組 

・2 歳児から 3 歳児で 4 月からの入園を前提としたお子様を対象に毎週水・木曜日に実施 

してきた。内容はモンテッソーリ教材に出会う活動で、日常生活を中心に子どもたちの

自立に向けたプログラムを計画。これらの活動は幼稚園生活への移行へ繋がっているが、

1・2 月までは願書受付者のみの活動内容になり、2・3 月は満 3 歳前で入園手続済のお

子様を対象に実施。現在、5 名の 2 歳児の応募があり 26 年度での満 3 歳での入園を希

望されている。 

 



⑤純心こども図書館 

・在園児の図書館の利用率は高く、読書への保護者の関心も強くなっている。通常保育で 

もお迎えの時間や送りの時間に親子で利用されている姿が見られた。 

・破損、汚れ、内容の古くなっている物、除籍のために長い間積まれている書籍の整理を 

原簿確認することで法人と検討し平成 25 年度から実施する予定にしているが除籍は見

送られている。 

・年に 2・3 回各クラスに司書が出張し、子どもたちに季節の本の紹介、読み聞かせ、図 

書館利用の方法、図書館でのお約束などを行った。 

⑥預かり保育（あやめぐみ） 

・保護者の就労が増え、週日から早朝のお預かりを利用する園児が増えた。土曜日の預か 

り保育希望者も毎週あり、可能な限り受け入れ時間帯によっては保育園でのお預かりを

お願いしている。週日は預かり専用の保育室がないことからクラスの一つを預かり保育

の部屋として使用し、終礼前に利用した保育室の掃除を済ませる体制を作っている。ま

た、夏休みの預かり保育には純心高校生のボランティアの生徒と園児との交流を行うこ

とができた。また、就労以外でも園児同士の集団遊び場として活用したいとの保護者の

声も上がっていることから今後の預かり保育利用対象児の範囲も検討していくい必要

がある。 

（３）幼・大連携 

①長崎純心大学児童保育学科と幼稚園・保育園の教員による会議は日程が合わず今年は中 

止し来年度 6 月に実施の予定。大学の先生方のご協力で“陶芸活動”“三ツ山散策”“博

物館見学”“絵画教室”を実施することができた。学生による“ボランティア”“壁面装

飾”を行っていただいた。子育て支援の一環であるモンテッソーリ教育についても大学

院の相良敦子先生を園にお迎えし講演会を開催できた。日本モンテッソーリ協会主催の

全国大会では長崎純心大学児童保育学科モンテッソーリ教員養成コース主催のワーク

ショップに全職員が協力し大きな学びの時を頂いた。また、平成２６年度には、長崎県

私立幼稚園協会主催の研究発表と美術教育全国大会の公開保育の担当。研究課程を計画

し毎日の保育の中で研究作業に取り組んでいる。クリスマスパーティーの“サンタクロ

ースさん”は中高の事務長先生に依頼し子どもたちは楽しいひと時を過ごした。 

②実習受け入れ状況 

<長崎純心大学> 

・幼稚園教育実習   6 月 17 日～６月 28 日 ・９月５日～９月 19 日（６名） 

・モンテッソーリ実習 ９月 20 日～ ９月 27 日（８名） 

11 月 11 日～11 月 15 日（７名） 

・モンテッソーリコース １年見学 １月 16・17 日（２２名） 

・児童保育学科 1 年・・1 日見学実習  2 月 18・19 日（87 名） 

<信望愛養成コース>   

  ・モンテッソーリ実習  10 月 21 日～ 10 月 25 日（3 名） 

               1 月 27 日～ 1 月 31 日（３名） 



<福岡麻生医療福祉専門学校大学>  

・教育実習 11 月 6 日 11 月 15 日・10 月 29 日～11 月 10 日（１名） 

<長崎大学> 

・見学実習・・・2 月 12～14 日（2 名） 

（４）職員研修 

①園内研修 

 毎月一回の現場での宗教教育の研修は、保育の中で子どもたちの心の育ちについて、ま 

た、子どもたちにどのように宗教教育をしていくのかなど、具体的な示唆を頂き日ごろ

の保育をより豊かにすることが出来た。また、1 月は信望愛学園モンテッソーリ教師養

成コース主催の指導者研修の会場園となり外部評価を頂きながら研修内容の見直しを

行った。そのことから、全クラスが具体的な保育の見直しや子どもの観察の仕方、個別

活動の記録（個人のカルテ）の仕方、教具準備や作り直しを昨年からの続きで担任が中

心に行った。このことで現場の職員養成にも成果が見られ、職員の研修の在り方を今後

も検討して行きたい。 

また、近年特別支援の必要な園児が増えたことから、ケース会議を毎月行い、一人ひと

りの自立に向けての教材作りにも取り組んだ。 

②園外研修 

   実習指導者研修会、モンテッソーリ全国大会、モンテソーリ幼稚園の視察見学、信望愛

コース講習会、各種見識を広める研修に参加。 

③指導者研修会会場園として 

   信望愛モンテッソーリ養成コース主催の指導者研修会場として1月28・29日の2日間、 

園のクラスを提供し研修参加。 子どもの観察の仕方から実習生と担任の指導のありか

たなど、また、子どものお仕事の系統性や関連性についてのり指導参加者 26 名 

（５）施設・整備・修繕  

①塗装工事（太鼓橋・ブランコ・逆上がり器）4 月 

②教具棚修理他  5 月 

③1Ｆ 幼児用トイレ改修工事 7 月・8 月 

④給湯器取替工事 9 月 

⑤2Ｆ ばら組水道工事塗装 10 月 

⑥ホール蛍光灯取替労務  10 月 

⑦園庭外友だちクロック電池取替交換・ボルト交換  12 月 

⑧非常通報装置点検   1 月 

⑨ボイラー修理   1 月 

⑩ホール前遊具撤去作業 2 月 

 

６．純心保育園 

（１）保育所の運営 

①定員 ４０名  



保育状況 
年齢 
（歳児) 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

0 3 3 3 3 5 5 7 7 7 7 8 9 

1 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 10

2 7 7 7 6 6 6 6 7 7 7 7 7 

3 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 

4 9 9 9  9 9 9 9 9 9 8 8 8 

5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 

計 42 43 43 42 44 44 46 47 47 46 47 48

入所率 105 108 108 105 110 110 115 118 118 115 118 120 (%）

②職員数  平成２5 年度初 １3 名 保育士 6 名 非常勤 ５名 調理師 ２名 

  平成２5 年度末 １3 名  保育士 6 名 非常勤 5 名 調理師 2 名 

③職員の異動    

・採用 

年月日 職   名 氏   名 年齢 資  格  

25/9/20 調理員 村山 素栄子 60   

26/2/12 調理員 西 沙奈恵 35  

 

・退職 

年 月 日 職  名 氏   名 年齢 資  格 備 考 

25/6/30 調理員 下村 友世 28   

25/10/3 調理員 村山 素栄子 60   

26/3/31 園長 鴨川志津子 67 保育士資格 

26/3/31 主任保育士 古本 智子 55 保育士資格 

26/3/31 保育士 杉本 静美 62 保育士資格 

④職員会議開催状況 

毎月一回、認定こども園としての園長・主任会を行い、全体のこと、次の月の保育内容、

行事、日常保育の様子や問題点、気づきを出し合い職員会議の資料を作成する。職員会

議は月一回全員参加ができる時間の配分を考慮して開催した。外部研修参加があった時

は参加職員による伝達研修として報告等を随時入れた。その他検討事項が出てきた場合

は、その都度 話し合いを行い、内容等は会議録として記し全職員に閲覧して職員間の

共通理解に努めた。 

（２）保育・教育目標 

  ①「感謝と賛美」を目標として挨拶と笑顔に努める。 

②保育の状況 

保育時間  ７：３０～１９：３０ （延長保育時間 １８：３０～１９：３０） 

③保育内容 

・一人ひとりを大切にする温かい関わりの合いの中で、神さまの愛と生命の尊さを知り、 



愛と奉仕のできる子どもの育ちを目指し、子ども達同志の中で思いやりが育ってきた。 

・モンテッソーリ教育において、０～２歳児のモンテッソーリ教育を導入し、個別活動の 

時間を充実させることが出来た。個別と自己活動によって自主・自立を助け、人格の基

礎を培った。３歳以上児は幼稚園教育の中でモンテッソーリ教育を通して、自己教育力、

自発的行動、心身のバランスの取れた人格形成に努めた。心身の鍛練を合わせて年長組

は西坂公園まで日本２６聖殉教者の歩いた道を徒歩巡礼した 

・世代間の交流として 芋の苗植え、水遊び、運動会、芋掘り、餅つきなど祖父母や地域

の方、小学生、大学生とのふれあいを持った。 

（３）給食の実施状況 

 月一回の給食検討会を持ち 現状をふまえて、季節の食材を取り入れ、和食野菜中心

の献立を実施するように努力した。また、おやつもなるべく手作りのものを提供するよ

う心掛けた。 

 食感や味覚、硬さ、柔らかさなど食材の切り方にも工夫した。魚や肉の骨など丁寧に

除去していただくように業者との連携を密にした。また食育の観点から魚には 骨があ

ることも、子どもたちに伝え食べ方にも気をつけるように配慮した。 

アレルギー体質の子どもへの対応は、栄養士と保護者との個別面談を実施し医師の診 

断書を提出していただき、細かい打つ合わせや連携を密にし「アレルギー除去食依頼書」

を作成して事故のないようにした。 

 １０月以降、愛情弁当の日を今年度も１ヶ月に１回設定し、母親の手作り弁当を食べ

るようにし、親子で食への興味を持たせるようにした。 

３歳以上児は、幼稚園児とともに母親の弁当を食べる日を設けることができよかった。

また月に一度、栄養士による食育の集いがあり 様々の食について学ぶ機会をもった。 

 保護者がその日のメニューを直接見る事が出来るように、献立ケースに展示した。 

（４）苦情解決第三者委員 

   苦情解決責任者：園長 鴨川 志津子 

   苦情解決受付 ：主任保育士 古本 智子 

   第三者委員  ：岩永 真智子・武藤 三千代・原野 俊輔 

   苦情受付件数は 年間を通して、ありませんでした。 

   苦情解決第三者委員の一人として保護者の原野俊輔氏に依頼していたが、今年度の指導

監査時に保護者の起用はできないとの口頭での指導があり２６年度からは規定を改め

ることとしている。 

（５）健康管理の実施状況 

  ①児童 

  ・小児科 年２回（５月、１月）園嘱託医による健康診断を実施した。 

  ・歯 科 年２回（６月、1 月）園嘱託歯科医による歯科検診を実施した。 

・ 尿検査（３歳以上）・蟯虫検査（全園児）を７月に実施した。 

 



４月 
1 新年度始まり６ 職員健康診断 19 歓迎遠足（未満児） 避難訓練   
6 職員会議 

５月 
9 内科検診  16 4･5 月誕生会  美術館さんぽツアー   避難訓練
職員会議 

６月    避難訓練  18  職員会議  30 ファミリーデー 6 歯科検診 

７月 
4 七夕かざり  18 すいか割り 11 6・7 月誕生会 10 避難訓練 
16 職員会議      9 交通安全指導 

８月 13、14 愛情弁当  避難訓練  20 職員会議 

９月  16 運動会  21 職員会議  避難訓練  24 8･9 月誕生会 

10 月 
避難訓練 15 職員会議 26.おいも掘り遠足 ３1 交通安全指導 24 

聖母行列  28 愛情弁当 

11 月 
1416 10･11 月誕生会  15 七五三お祝い会    避難訓練  16 職員
会議 25 愛情弁当 

12 月 
１ 内科検診  8 生活発表会  6 創立記念日  22 職員会議   
  避難訓練   13 クリスマス会  22 もちつき   23 愛情弁当

１月 
5，19  職員会議   地震訓練  27 愛情弁当  16 12･1 月誕生会 30 
豆まき 

２月 
15 職員会議 17避難訓練 6 歯科検診 10 2･3 月誕生会 24愛情弁当 15 
人形劇 5 日本 26 聖人殉教地巡礼 

３月 
3 お別れ遠足 8 保護者会   12 お別れ会食（幼）15 卒園式 12 避難訓
練     職員会議    16  終園式  18 お別れ会食（保） 

・季節に応じて、健康管理、感染症などの注意を促した。感染病流行の兆しがある場合等 

は臨時のお知らせを貼りだし、室内の換気及び空気清浄機を活用して感染の拡大を最小

限にとどめるよう努めた。また ＰＭ2.5 の測定数値を掲示し、子どもたちにも分かる

よう 配慮をして戸外活動や散歩などにも気をつけて 健康管理には細かい配慮を心

掛けた。 

・毎月、身体測定を行った。 

・子どもたちの日常生活及び給食において怪我や誤食などを最小限に留めるためにヒヤリ

ハットの記録、ＳＩＤＳの危険防止のため５分おきの確認記録をとる。 

  ②職員 

  ・定期健康診断 年１回、西九州健康診断本部診療所による健康診断は非常勤を含む全職

員に実施した。 

  ・検便 月１回、専門業社に依頼し、「赤痢・サルモネラ菌」「病原性大腸菌（Ｏ-157）」

の検査を全職員に実施した。 

（６）平成２５年度 行事 

避 難 訓 練 

月 訓練内容 災害発生場所 避難場所 

４月 消火 調乳室 園庭 

５月 不審者・火災 園庭側のドア・裏門横 部屋の奥に集まる・駐車場 

６月 火災 ボイラー室 園庭 

７月 地震  机の下 



８月 水害 浦上川氾濫 ２階教室･３階ホール 

９月 火災 休憩室 園庭 

10 月 消火 給食室 園庭 

11 月 火災 職員室 園庭 

12 月 火災 調乳室 園庭 

１月 地震・火災 学園厨房 机の下・裏門 

２月 火災 給食室 園庭 

３月 火災・消火 給食室 園庭 

《避難訓練についての心得》 

 ＊ その日の出席人数を確認し、把握しておくこと。 

  ＊ 放送を正しく聞き、災害発生場所を確認してから避難すること。 

  ＊ 避難時は出席簿、緊急連絡簿、救急用具、笛を必ず持つこと。 

 ＊ 避難時は私語を慎み、安全に留意し機敏に行動すること。 

 ＊ 避難場所に集合したら、各クラス毎に整列させ、人員の確認を行い、園長に報告する。 

平成 25 年度は 3月 12 日に長崎北消防署の立ち合いを受け、３階からの避難器具のシュミ

レーションと消火器具を使って使い方の実施訓練を行った。 

保育園 職務分担表 

職名及び氏名 職  務  内  容 

園  長 

１．理事会決定事項の執行     8.小口現金責任者 

２．運営管理（人事、労務、施設、防火）９.防火管理責任者 

３．保育業務の管理        10.安全運転管理者 

４．財務管理           11.衛生推進者 

５．職員の資質向上（研修） 

６．関係機関、保護者会との連携及び地域活動  

７.苦情解決責任者 

主任保育士 

１．園長の補佐           ９. 苦情解決受付担当

２．職員相互及び保護者との連携   10. 園だより作成 

３．保育計画の作成及び保育内容指導助言 

４．園内研修企画及び指導   

５．園行事に関する計画及び指導 

６．保健衛生に関する計画及び指導 

７．給食に関する指導助言 

８．職員会議の計画と実施 

保 

育 保育士 

１．組の担任 

２．園舎内外の掃除と点検 



３．共通遊具の整理、保存 

４．保育材料に関すること 

５．図書の管理 
士 

の 

業 

務 保育士 

１．組の担任 

２．交通安全及び避難訓練に関すること 

３．備品物品に関すること 

４．保健衛生に関すること 

５．医療品の整備、保管 

６．健康診断及び検便に関すること 

調理員 

 

１．献立の作成及び給食材料発注、検収 

２．給食人員の把握 

３．調理、配膳 

４．炊具、食器の保管 

５．給食 

事務員 

１．出納事務に関すること 

２．園舎の保全に関すること 

３．園舎内外の清掃、整頓に関すること 

小児科医 
１．園児の健康診断 

２．園児の健康に関する指導 
嘱 

託 

医 歯科医 
１．園児の歯の検診 

２．園児の歯の健康に関する指導 

（７）環境整備 

①施設整備 ： トイレ改修工事 

         上下水道切り替え工事（井戸水→市水道） 

          給湯器取替え（給食室） 

  ②パソコンの買い替え（デスクトップ１台） 

③その他 

・防犯のために 正門に施錠をした（午前 9：00～  ） 

・ホール横のテラスに設置してある遊具撤去（使用不能による） 

 

７．聖心幼稚園 

（1）職員研修 

①園内研修  

佐世保市教育課より依頼を受け、６月 26 日公開保育会場となり市内の保育園、幼

稚園、小学校の先生方が参加した。4 月からフリーの職員がクラスに入り、２名体

制で保育を充実できるようにした。互に意見を交わし合い、クラスの見直し、子供

の観察とその関わり方を学ぶ貴重な日々であった。公開保育後の意見交換も有意義



なものとなった。 

長崎女子短期大学専攻科の学生 3 名と顧問の先生が来園し、子供の見方、関わり方など

についてミーティングする機会があり、他園の情報を知る良い機会ともなった。 

②園外研修 

カトリック全国大会、モンテッソーリ全国大会、私立幼稚園雲仙研修会、保幼小の

話し合い、佐世保市私立幼稚園教師研修会参加、ことばの教室講習会に参加 

（2）行事  

①始園式、終園式、聖母祭、七五三、創立記念日、クリスマスの祈りの集いは三浦町

教会で行い、神父様の話や主の祝福を共に祈った。 

②地域との関わりの中で依頼に応え、佐世保駅の七夕飾り、四ヵ町商店街アーケード

に大型七夕の絵の展示、今年オープンした五番街や佐世保駅に絵の展示、交通安全

パレード式典に参加、花いっぱい運動、バラの折り紙ツリー行事に参加した。芋苗

植えと芋ほりは地域の方々の協力が大きかった。 

③母の会主催のお楽しみ会では、佐世保東翔高校吹奏楽部の方々がアニメソング、「Ｎ

ＨＫ連続テレビ・小説あまちゃん」等演奏を聴き歌ったり踊ったりし、お互いに有

意義な時を過ごした。また、NＣC テレビで作成中のドキュメンタリー映画の一部

にもなった。 

（3）子育て支援 

①預かり保育と未就園児（つぼみ組）クラスが安定し入園につながっている。また、

3 歳児未満クラスを確保したのも興味深く関心を持たれていた。 

②野菜の苗を植え、関心を持ち、収穫の喜びを体験した（トマト、落花生、いちご）。 

（4）保育園、幼稚園、小学校との連携活動 

2 月には年長児が小佐世保小学校を訪問し 1・2 年生と交流し、同学校の保育士希

望の6年生8名が来園しモンテッソーリの縦割り活動にとても興味を持ち驚くほど

質問があった。 

（5）その他 

①卒園児兄弟の受洗があった。 

②佐世保市歯科医師会より［小規模幼稚園優秀園］表彰を受けた。 

③長崎女子短期大学より 3 名の実習生を受け入れた。 

 



【Ⅲ】財務の概要

■ 十`五成25イ li度決第の概要

A

|`え成25イ li7)lr来 における収支状況及びケM・務状況についてご報イ1,いたします。
今IWI、 燥イ1,する決岬敷布|:イ▼k、 公誌会ii卜 1手に(kリ イlil出 1約30111111の突地調査及びドト畑洲査と本半町i‖ r
の精尊・性査後、5サ 1 19 11 pl!!ド 会において幣議決定した )ヽのです。
学校法人の,il・第 l卜類IIk私 立学校法第7条及び学校pt人 公|'卜 ),峰叩:第 4条に従って表示しており、れRttf
は次のとおりです。
① lイ lil‖ Iの学‖‖illri活動を資金の人りと出の流れに基づいてli「牧化した「資金収文ド|・仰トト」
② lイ li出 Iの Ittttを伴わない収人と文出により経げ4状態を判W)iする「汗1賞収支I汁仰ドトJ
①イ十二度木におけるll刀り1状態を示す「

`ヤ

十1+対 1照表及び択オ産 H ttkJ
|`え ,成 25イ li度の特徴は、平成22イ liサ寛よりけ‖力rlし た学‖‖冷‖立80川 イlil氾念 lr※でぁる'お干付募集可r薬の継繊
及び文教‖「キ‐Yンパスの II∫催引‖である第 1ナ硼I11下が、 r`成 25イ li度の第 ・)ul liⅢ (校合姓袢 I判 r)

に引き繊き施 liし 、文教‖「キャンパスの性研「を終「 した年度であった。

この||‖ 多くのご脇ノプをげ1き ましたことを心、kり おネL中 し liげよ司l〕

資金収支の状況
資金収文III・第の日的は 2点あり、 第 ・は、会lil・イliサ壁中の教育研究岬の,i杵活動に対応するすべて
の1又人及び文出の内容を1)lら かにすること。第 2は 支払資金の収人と文出の状沙と及び資金σ)婢i木を
I)|ら かにすることとなっている。そのために、収人科 ||と 文出科 Hいずれにも今年度「,「業に係 |)ず
資金取り|が発生しない収り|については、米H又人金成いは米1ム金幹でill・ llし 、また、翌イli度 1ド 熙1瞑り|

をけH始イli度 前に突行する場合は十VI受金 (人学金炸)や市守イム金等の処〃世に`kり 、 W今年度の‖杵イ,I動の企
内容及び資金の無木をI)〕 附にしている。 い`,戊 25イ li度資金収人用と棋体に、撫)は金を除き33徹4「ノデ円となり、`r成
24年 ,覚 ,kり 1億円の減となった。また、文出舟↓棋においては、次ナ朝繰越金を除き30億 8「万ll〕となり、`|え ,成 24イ li度
より4億5,ガ 111の減となり、紺米、繰越金イlk前イliに比し、2徴円の収人超池となった。こオしは、寄付金ぺう資産売却
収人の川徊件に,kる 1脇‖+収人に、kる ()のであり、Ⅲ:召榊勺疼1大|ではない。しかし、文出のM;では、中民ナリ|,汁 wifである

人 1ドの油 |li化が功を奏し、人件ザヤの山‖減を実施することができた。
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I〕 消費収支の状況
「∬i貨収文計弊と卜」は、資金収文計仰とうヽなり、

H4年
度の外削;資金を伴わない白己資金のみの

1又文内容をり|ら かにすることを卯 ・H的 とし、第 1に∬i賞収人・∬1賞文出の均衡状態が保たれて
いるか否かをH的 としたII卜仰渉類である (これは、企業会,卜で損益,「算甚卜にЧ4た る)。
そのため、‖↓|‖ Iの経過とと()に組itl〔が減少する|ド‖定資‖や資産価 |ド:を″,(す班物寄付◆、減側i償却額

t)'卜第対鞣と′R｀ る。また、イドlllliれ L券の処分について t)資肱処分光組のみの il卜 liと なる。

なお、施設設研‖惟引‖及び九1金特定仙立・施設櫛積立 (1:卜山i的施設坤猟‖人り114領金幹)は、白己資
金である帰屈ll又人から充 V4し、基本企に和I人れ、粋除後の金額である汗j貨文出との均欲手を図る。

'ト本金和I人れ後の消貨収人と消貨文出が民期的に均衡 していることが価世の女定りとヽ化に燃がるのであ

る(,平成25年度は、帰属収人である償務のない収人が 27億円となった。本本金和[人組は、1巧・永本
企から4け )1に本金 (川 i把参|(1)ま でに 1偲 I「万円を和「人れた。施設設研‖にlttllす る新規I瞑得は6偲 4「ガ

III I'卜 liし ているが

'「

山i的九峰本金和1人れのため少額で済み、Ч五成25イ littll又 文は、7下・8 riノデ円のll又人超

過となつた。
iiな I枚引賀 Hについては以 ドのとおりである。
消費収入

学11′ li冷L納付金

rヽ成25年度は (｀ r成 24旬i度に比し78名 減)金額として8千ガ「町の減細、延べ学生・生,とゲ汝「 k
入学 (院含む)1,318名 、静i校 715名 、中学 178名 、和t幼召tl求1179名 、1甲!心 67名 の計2,487名 に

対する納付金収人17億2千ノデ円となつた。

寄付金…特男|1寄付・ ・般′h:付・班物寄付金からなつている(,寄付金として と句i後に迎える洵‖立80
川イト主記念可↑来

′
為:付及び製半企九峰金・施股般研‖の拡充の H的で思人による選‖W寄付・ |,1窓会・

後槻会・25年度卒業ノlillllll人 のプデ々 から沢山のご脇力を容lた。

制,助金…半4i納付金に次ぐ妨 iの ll又人拐(である。 r`成25年度は1可川iれ‖助金 5件、地ノデ公 )に 1寸1体れは

助金 18件の総彼6徳 5下・8ド |ガ IIIであつた。れ‖助金への依イF■tは諄iく 、仲にni校は
'Filrお

収人

の15,7%、 111′半が5().2%、 幼不ヤ士眸|が和L心幼イ1llイ 1134.8(/)そ して111サ芭ヽ幼イヤ側武145.8%と なつている。

大学は10%引である。

資産運用収人…資たの増加モ)あ り μ`成25イ li度は rヽ,成 24イ li度 と比し、増彼となつた(〕 学′li教減少の

中、第3の ll又人派として、増往i対策が必分(である。

Jr来収人… 1∫業収人の i二な内容は、保育,)ill又 人とれ‖助所動に係る収人である。

保育,)i収 人は、本側の保育問が認定こども‖Hのため尭4iするのである。本来、保育,)it求 市、

嚇(の管帖のため、円りと負和1分は公共機 lttilが徴W又することとなつている。

補助活動の内容麒、 Lと して大学は学生上l llI場 。就硼・教硼綽,‖庄・ケγセンター利1談 柴務及び小ll

談とンター関係仲を行い、中学・由i校においては、半′li寮やイ交外活動及び幼村t‖Hは士Hか り保古・

給A・ スク中ルバスである。いづれも文||1超過である。

郷t収人… lli杷以外の収人額を表″,(し ている。 i:に 、選職企ケロ
・
卜H交付金収人である。

消費支出

人件賀文出…総独 17億2「 81'「ガIIIな っており、前イ十二と比し教lft(叫任、り|:常鋤とも減 tミ )給 ′チ貨
は減少している。文出対魚となった教職「t牧は、 1年冊ィタ女職it214名 、非常勤教咄し1245名 、介ilト

159名 であつた。

教育イJI究・竹JL経 賀…総細7偲7「万円の文出となり、 眸`成24イ li度 と比し6「 4ド「万円の対となつた()

これは、中r洋 .出 1校の第2ナ切Ii事に (kる 校合 4棟の解体賞川や施渋殻引‖櫛の移設貨などの I11イ li

チ虻 Ii「ドによるものである。25年度経賞の i:な経費内容については

光禦ヽ水貨  II守年に比し400ガ期額

旅賞交通貨 研究旅賞・逮れに旅貨・ ・般旅貨が該Ч4
製学賞   学‖‖文倫対争4141名

(ユ Iiチ
rl民学金 教育ローン利 r・補給 スヵラシップ 外 1呵人科学引i(私賀)
力

“

妹減免 )
I歩絣貨   資たのI多JL岬
手牧料   施設保守料、 I′ l｀ 関係保守・設臆、建物 H又〕喪手数料幹

減和li償却額  本半が,)i布する施I渋・般研‖の μ`成25イ li度分 l卜r価佃減少分を経貨として
,「 li(経費27%)IIイ li度 尭ノli金細を除外するとお tkそ 31ツ)で ,第 りヽ行

L、 占めるT副合が大きい (H文朴資金として積立をし内削
`伴

!保 )。

資,1処分デlt額・・・ r`成 24有 i度にり|き統き例外的取り|(姓物の解体による。)、 lり l木鰤価を壮1失 とし

て,「 li

前度繰越収人超過徊がH偲 6「ガIIIあ ったので、翌イli度繰越消費収入超過細が12億4千 21'「ガ|:|と mi定

することとなつた。今イli度の収人超過の嘆1入|は、建朴に lkり 取嬢対象の科集物・建物坤の人好(処分に

tkり 、llll人資産より処分が多徊で,あ ったため方峰本金湘1人が少徊であ■)ためである
`)



消 費 収 支 計 鎌 書

平成25年1月 l日  から
平成20年 3月 31口  まで (単位 千円)

糾 |`

手
｀ 】   !lζ                I                                          復 基   凪

1.729.824 1.721.838 7.788

24.380 24.486 △  10む

90.904 93.949 △ 3.045
△  7、 2S4650。 927 658・ 18▲

248.S24 400

J出ガ公共団イR稲助 金 400.667 △ 7.043

60`i20 72=079 △ 2=959
△ 479142ヱ10

23.686
iS,219

24.632 △ 076

93.987 93=892 398

2.607.388 2.703.074 △ 6:638

△ 100=625 △ l12〕 614
2_AOA_71R 2_呂 01_aan

11=989
偲_Btta

l.743.733 1.728.683 18.080
88S.480 63S.477 40.OG2

▲3S.230

987 916
13:072 12.778

40,591
,21

不 助 置 処 分 6.778 225

図 唇 除 剖 処 ! S80 68

有価肛弊処 !

512

5,491 l

iSO

12.214 12.214
118.8122.631.366 2.5131054

当年屋  削 質 収 入 過  額 78,300

当年 圧  V肖  費  更  出 過  騒岡 34.6S2 0

一.164.206 1.164.296
1.120.844 1.242.602

喜本金とは、学校法人が、執育研究活動を行うために必要な資虐(横地、被●、構船備品、日書.現金t預金等)と悩編的

に保持するために性持す` 曽ものとして、投常料などの負慣性のない収入(帰属収

^)の

うちから組入れた金観

出本との租照

O備 1母出ホ金・・,設立当初及び新たな単枚の設置密しくは、既設の学校の規檎の拡大や散育の完寅向上のために取

得した固定資との観、

の第2骨とホ白 `“ 将来取得する日定資由に売てるために、事前に肘口的、段階的に積み立てると館その他の資虐の傾

O常3号とホ金 ,,・ 提学出壺。研究出金など描編的に保持し、かつ。E用する金儀その他の資虚の観

O第4骨出ホ金・・・狙常的に保持すべ轡資金として、不周の事態に備える所定の遍甑資金



C貸借対照表

「貸付十対す照災|はイli度木3),31日 における財産状態を明らかにすることをH的としている。資産の

保イ1・状態と資産の川文イfl》lt泉 を対照することによりl切
・産の状態を1巴

'lⅢ

することができる。

資たの削;においては 1億 7千 4 rl万円の資産liYl加にとどまった。これは布形‖‖定資たの_|:地中能研‖及び

校合管改架岬のI事に対し、す日・拐tと して施設引Ч瓶金の使用によつてその他のl,lil定資腫が減少と減

価償去‖績の発生櫛が主な咽困である。

反I“、負償の削;においては25年度返済による付人金額が減少、基本金の削;。 消費収支井額の削
`は
、

1億9千ガlttl加 し、昨イliに比岐し、償かであるが負償率が減少し、白己資金比率1が高まつた。

表
帰

１

，
邦
“・̈
榊
山
貸
胞狛

‖‖定資臆

有形‖‖定資臆

上地

建物

tl‖築物

その他の固定資鷹

そσ)他の固定資Pl

流動資産

現命淑◆

その他の流動資鷹

¢)

木 句i 度 木 nt
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減
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61197〕
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1,779〕
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5〕 698,

1,075,

905,

169,

木 l曽

760

545

955

938

042

610

215

271

611

660

171,742

固定負償

民畑仕入金

退職倫り・引14金

流動負償

短期榊人金

尚碇金

その他σ)流動負債

度 木 尚

689,433

259,386

129,517

3361122

23,687

212,163

61,972

4ド 度 木 l増
71〔 ),174

288,572

421.602

〔〕28.558

28,687

232,216

67,655

)成

△ 23,741

△ 28,68t'

1,945

7,56′ i

O

10,217
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皮
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(測:祀 )

l, rr四な会語卜方針
引当金の常1・上基準
欲収不能引当金

7

送耳繊給与引当金 大 学

高校以下

その他のri嬰な会常|力
'「有価証殊の評価基X,l及び滸平価方法

米収入れの欲収不能に備えるため、米収発ri会計年麗末から3年経過した日の属する会計年炭末
に実績に応じ個別に

'十

とする。

期末要文給細 Sll,519,171円 を琳にして、私立大学送坪般金財団に対する掛命
の累絆細と交側・金の累計額との繰人″劇整額を川I減した0額をlttl.上 している。
期末興支給紙 500,191,281円から長船県私立学校送耳段金lll田 よりの交付金lf
当細を控除した100%を津卜上している。

lttlり1保布目的布側i耐券の評価基準「k償却原llWi法である。

布側i組みのユ平・側i基準及びユギ,側i方法は移動平均法に基づく原価l去“である。

たな卸資産の滸7・側i基町

“

及び常平,側1方族
般終‖1人爪側1法に基づく原llli法である。

所布椒移転外ファイナンス・リースI改引の処置I方法
リース物件の所布1組がl件主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リースI孜引につい
ては、題常の貨貸lttI枚 引に係る方法に対電じた会計処月1によつている。

十貫り0に係る収支の表示方法
駅り金に係る収入と支出は祥I殺 して表示している。

2. 鼠雰な会lttl・方,十の変夏節

3. 減側i償却額の累常十̀組の合常Ⅲ組

4, 微収不能引当金の合計卜狗ll

5, 狙保に0ヽされている資派♂)撤類および細
土  地

6, )翌会計年歿以後の会常卜41漑において逃木砲の組人れを行うこととなる金額

その他財政及び雑ギriの状況をlIF11に中‖円iするための必要なlr項
(1)有価れとかのll寺価柑搬

Rヽ 紙

|‖,価が 装常,上細を えるもの
(う

σ)

(う ち湖加保布 的のl貨外) Q,038,182,797) 930,600)| (△ 37, 197)

(2),)|れ
'榊移転外ファイナンス=リ ース
旭常の賛貨l件取引に係る方法に堆仕じた余辞「処漑を行つている所布触移転外ファイナンスリースは
次のとおりである。

平成21年 1月 lH以降にl川始したリース取引
リース物件の租増l            リース料総4賀    木経述リース料lり 1宋残耐
V

合

「出i
計

3,371,500

3,874,500

(3)純細及び総細で表示した‖1助活印lに係る収支
純細で表示した相I助活lttlに係る収支の相殺した科日及び金額は次のとおりである。

学生食生その他散育活印lに付仙する活動に係る1文文の表示方法
相十助活印lに係る収支は半純細表示であり、
金 純額表示科日はl‖l助活鶴ll収人及び糸I費

総組表示科日t求人‖:賞、施骰・骰帥賀′、l持人
間係である。

な し

3,160:303,659円

300,1001工 l

円

円

・０５

０５

烹   出

浮鞠謎―
~恥 ~~租~~
48,865,668 入

‐
顧
~

60,013,522

_言 l。 _

l,115,206,077

(1,111,780,077)

川   ヽIIと「,え Z6牛 3)可 iう l卜1,~~時 ‐‐~― ~ 
連  細

~

1,181,893,2001         39,687,123

(1,180,710,6001 (38,930,520
713〕 566〕 200   △ l16,675,220
5201220,000)     (△ 76,18Z1720,





帰 属 収 入

財務テ―゙夕中

①消費収支関係
ア)25年

寄附金
3%

資産売却
1ヽ

受取利忠
3%

手,次料
lX

イ)25年

■授業料等 ■補助金
田資産運用 日事業

ウ)消費 成比

事業収入
1“

雑収入

高校  中学校 純心幼 聖心幼 保宵回 大学 高校 中学校純心幼聖心幼保育固

■人件費   口教育研究経費 口管理経費
■借入金等利忠 日資産処分差額

管理経費
5%

借入利忠
0% 処分差額

1%

大学

100X

80%

00X

40%

20%

0%

口手数料  口寄付金
田雑収入

(法人 10年間)

甥
Ⅷ

卿

印

】

Iイプデ
3.500

3.000

2.500

2.000

1.500

1,000

口生徒納付金

口手数料

■受取利息

■事業収入

■補助金

口寄附金

田資産売却

口難収入

0

16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年

3,000

2,500

2,000

1,600

11000

～
ド

ー
，

ｉ
４

・

国人件賞  ■散宵†邑賞 口管理経費
口借入利忠 ■処分差額

0

16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年



工)学生数と収支の関係推移
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0

15年  17年   19年  21年度 23年 度 25年度

25イ liナ虻収人 1肺‖1,′汁予付金6「・万含ギず

②貸イllli・対照表 lttl係 (資産 。負償の雑移)

'3年
 10年 口卑 10年 10年 20年 2'卑穆2年 ,レ 3年 8,コ年|″ 3年度 ｀

21イ li)虻‖又人 :建築に係る悧iりJ金 6「 51′「ノプ含イ∫
21イ li'壁 文|||:ィく動

'1除
‖却,11代,1「 ノ)・含イF

25イ li)壁 には校合坐掛に(kる 1棟σ)狗T休イヤ用台ギ∫

i  ・掃属収入
■,中 ,H費支出

―◆―大学現員

―●―大学定員

i  t 掃属収入

―  ,H貧支出

“●中学生1女 (中・高)

―‐口中高定員

百 万

16.000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2.000

0

16年    刊7年    18年   19年    20年    21年    22年    23年    24年    25年

※riにl資金=射本企Iイ円世‖又妃
'ri′

rli



③財務関係比率

財  務  比  率  表 (法人全体)
比 lヽヽ
〔名称 151卜 ,ll 16イト,ll 1711i'壁 18fFi'電 191い

'貿

2()111't 21イ li,41 22イ li'tl 23`ri,製 ウイ1(11,1' 2511i,1:

法 人 法 人 法 人 法 人 法 人 法 人 法 人 法人 辺t人 法 人 法 人

1 固定資虚構成比率 84.0 84,2 85.8 88,7 90,9 90.8 90.1 90,9 91,6 91,9 90,6

2流動資避構成比率 16.0 15,3 14.2 11.3 9,1 9,2 9.9 9,1 8,4 8.1 9,4

3減価償却率 31.9 34,2 36.3 38.8 36.2 38,2 35,8 42,1 44,4 40,2 40,6

4 固定比率 97.6 97.3 98,2 100.0 100.6 99,8 97,7 98,2 98.5 99,7 98,1

5固定長期適合率 88.2 88,1 89.6 92.6 94.0 93,9 92,7 93.4 94,1 97.4 92,9

6 自己資金構成比率 86.0 86.5 87.4 88,7 9014 91,1 92.2 92.6 92,9 92.2 92.4

7消費収支差額構成比率 8.6 8,2 8,1 ・7,9 8,4 8,6 9,3 8.7 8,3 8.8 9。2

8基本金比率 94.5 95.1 95,7 97.2 97,6 95,3 98,4 98,6 98.8 97.2 97.5

9固定負債構成比率 9,1 9。 1 3,3 7.1 6,3 5,7 4.9 1.1 4.4 5。 4 5。 1

10流動負債構成比率 4,8 4.4 4,3 4,1 3,3 3,3 2.8 2,7 2.7 2.5 2.5

11総負債比率 14.0 13.5 12,6 11,3 9,6 8,9 7.8 7.4 7.1 7,8 7.6

12負債比率 16.3 15.6 14,4 12,7 10,7 9,8 8.4 3.0 7.6 8.5 8,3

13流動比率 336.2 359.6 330,9 270,6 275.6 281,4 349。 3 335.8 317,1 327.3 376.8

14前受金保有率 396.1 441,7 398,5 339.5 386.6 364,8 408.1 422.6 381,7 390,0 472.6

15退耳脱給与引当予買金率 57.5 61,3 71,4 78,9 87.2 92.0 84,0 84,9 87,7 94,3 93.3

比率名称
1511i,t! 16イ li,世 17(「二,世 1811サ貿 19イli'11 ZOイ il'聖 21イ 11'空 22`ti'電 21〕 IIi,11 2イ 1111,也

:

251liザ 也′

法人 法人 pt人 法人 Y′ 1人 法人 法 人 法 人 法人 法人 法人

16学納金比率 71,6 72.6 72.1 70.4 7010 71,6 68,2 6916 70,6 66.8 63,7

17寄付金比率 0,7 0,9 0.9 4.0 110 0.5 0,4 0。9 1,0 0,7 3.5

18補助金比率 21,8 20,2 1918 19.1 2013 19.8 20,9 21,1 23.3 25。 3 24.3

19人件受比率 65,1 66.1 64,9 64,1 64.0 65,3 64,3 65,5 65.4 64.1 63,9

20牧育研究費比率 18.6 20,6 1915 19.6 20,5 21.5 21,4 23.7 23.9 21,1 23,5

21管理経費比率 4.3 5,4 4,6 4.5 4.6 4,7 4.6 4,7 4,6 4.5 5,0

22借入金磐利忠比率 0,2 0,2 0,2 0.2 0,1 0,1 0.1 0,1 0,0 0,0 0,0

23基本金組入率 11.5 9,0 9,1 11.8 8,3 6,9 5,9 8,3 7.9 1,6 4.2

24減価償却費比率 9,4 8.5 8.6 8.7 8,7 9,4 9,1 8,8 9。3 8,7 8,3

25人件贄依存率 90,9 90,9 89・ 9 89,7 91,4 91.2 94。 4 94,2 92,7 95,9 100.4

26消費収支比率 99.8 101.4 99・ 9 99,9 97.4 98.5 96.1 102.6 102.6 96.7 97.0

27消費支出比率 88.3 92.3 89,3 88,2 89,3 91,7 90,4 94.1 94,0 95.1 92.9
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